
系統概略図

大飯発電所１号機　Ｂ-余熱除去ポンプシール水空気抜き弁からの漏えいについて
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１次冷却材(事象発生時)
温度：約166℃
圧力：約2.5MPa
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【空気抜き配管仕様】
外径：約２２ｍｍ
材質：ステンレス鋼



空気抜き弁の構造による流出の推定メカニズム

弁ハンドル約１／４開から数秒後
空気抜き弁 約１６６℃

約１６６℃

蒸気

対　策

　配管圧損の小さいシール水
クーラを通らない経路を通じて高
温の水が流出

シール水クーラ
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弁ハンドル約1/4開弁ハンドル微開
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空気抜き弁からの高温水流出のイメージ図

対策後のイメージ

弁

全閉

ヨーク

　弁体と弁座が強く締
め付けられた状態。

　弁体と弁棒とのすき間
により弁開度が開操作
に追従しない状態。

　弁体と弁棒のすき間が
なくなり、弁棒の移動し
た量だけ一気に弁が開
いた状態。

弁ハンド

弁

弁体

弁棒

ドレン受け撤去

・空気抜き弁の操作時期について、余熱除去系統の
 昇温、昇圧前にて実施することをマニュアルに明記
 する。

・空気抜き操作において、水が飛散しないように、
 現状のドレン受けを撤去し、空気抜配管を直接
 漏水検知用ピットに接続する。

・空気抜き操作にあたっては、弁の特性により急激
  に流体が排出されることがあることを運転員に注意
  喚起し、その旨マニュアルに記載する。

若干
のすき間
(0.5mm)

若干
のすき間
(0.5mm)
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